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町
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博
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責
措
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粧
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調

老
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司
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v
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洗
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4
J

t
る
小
川
命
仙
川
副
山
口
代
金
帥
は
古
川
附
級

ι川
l
H匂
ト
ヘ
、
何
刷

会
川
間

K
比
1
て
礼
ー
を
泌
白
が
あ
r
下

古

川

A
E川
山
叫
に
な

ι



ぬ
程
貧
弱
を
極
め
て
ゐ
る
。
殊
陀
昭
和
二
年
の
恐
慌
以
来
特
に

著
し
く
世
人
白
注
滋
を
惹
く
所
で
あ
る
。
同
民
の
大
部
分
を
出

む
る
庶
民
階
級
を
し
て
、
之
に
泊
四
首
た
る
金
融
の
訟
を
奥
へ
以

て
共
の
活
動
を
旺
盛
な
ら
し
め
、
関
民
の
大
多
数
の
賞
力
を
稜

抑
せ
し
む
る
事
は
現
代
白
最
も
要
望
せ
る
所
で
あ
る
。

我
凶
の
庶
民
金
融
機
関
は
現
今
未
だ
不
定
金
山
域
を
枕
せ
ざ

る
欣
態
に
あ
る
o

共
の
庶
民
金
融
機
胸
中
に
あ
っ
て

下
は
皿
金

融
白
魚
め
に
不
完
全
な
が
ら
も
濁
力
共
の
力
を
悲
し
て
ゐ
る
唯

一
の
も
の
は
仰
ち
質
屋
で
あ
る
。
然
し
之
主
て
も
向
多
〈
の
依

開
を
沼
れ
な
い
。
従
っ
て
最
近
公
錠
質
屋
白
出
現
す
る
所
主
左

っ
た
。
之
庶
民
金
融
改
善
の
第
一
歩
を
附
み
出
し
た
も
の
で
あ

h
v
、
誠
に
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
。
今
や
私
替
質
屋
も
亦
平
晩
改

善
せ
ら
る
べ
き
運
命
に
遭
遇
し
て
ゐ
る
。
以
ド
私
は
葱
に
は
単

に
私
叫
骨
符
日
出
業
の
枇
況
に
就
い
て
、
い
さ
h
h

か
考
究
し
て
見
た

い
・
と
思
ふ
。

第
一
、
質
尿
偉
業
の
紋
態

一
、
質
屋
数

現
今
品
開
園
に
於
け
る
質
屋
の
欣
態
に
就
い
て

華韓

錐

私
替
賀
民
業
の
概
況

は
、
知
る
に
足
る
べ
き
統
計
が
茜
だ
少
た
く
、
今
大
疋
十
四
年

三
月
末
現
在
の
金
図
質
屋
敷
を
見
れ
ば
失
の
溜
り
で
あ
る
。

第
一
表
圭
凶
質
屋
品
川
配

一
質
量
九
四
一
は
時
間
戸
崎
障
問
団
両
「
加

一
f
E
E

金

額

↑

口

勘

寸

剣

副

町

川

J
町
一
平
均
甑

一
軒
一

aaH-

干
ロ
一
同
一
日
一
白
岡

市
部
↑
玉
、
主
一
一
口
4

一
回
、
童
一
A

、
皇
-
一
、
耳
元
一
三
一
円

郡
部
二
一
一
、
三
間
晶

4
2
2王
室

岡

、

先

士
闘
二
占
、
金
三
一
互
主
-
一
四
五
ニ
回

A
、
吉
豆
一
、
一
品
一
七
回
一
円
、
孟

右
表
に
依
れ
ば
金
闘
に
掛
け
る
賀
屋
敷
同
一
両

t
千
八
百
五

共
の
絶
謝
数
に
於
て
は
、
他
の
金
融
機
関
白

教
に
比
し
て
遥
か
に
多
数
で
あ
る
。
此
の
事
官
位
如
何
に
共
の

十
二
刑

ι諮
し
、

利
刑
者
が
多
〈
、
如
何
に
通
俗
的
で
あ
る
か
の
一
捕
を
知
る
に

足
る
で
あ
ら
う
。

+
仇
花
賞
屋
白
敷
白
増
減
に
就
い
て
考
自
問
し
て
見
る
に
.
震
災

の
闘
H
m
k
依
っ
て
.
大
正
寸
二
年
度
に
於
て
念
撤
に
減
少
し
た

も
の
が
、
共
の
翌
年
比
於
て
多
少
従
欝
し
た
形
で
あ
る
。
此
由

突
設
的
山
事
愛
を
別
に
し
て
考
へ
る
在
、
近
年
賀
屋
の
撤
は
械

少
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
今
仮
り
に
六
大
都
市
に
於
け
る
質

屋
の
累
年
の
増
減
そ
見
れ
ば
弐
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
十
七
時
世

五
九
三

第
四
貌

七
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官
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昼
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田
概
況

名
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谷委主語芸美美露三重量呈ゑ孟

同

輯

之
に
依
つ

τ見
れ
ば
、
欧
洲
大
戦
の
勃
裂
に
伴
ム
併
景
筑
時

代
K
於

τは
、
質
屋
敷
も
非
常
に
増
加
し
大
正
七
、
八
年
に
於

て
共
の
最
高
を
見
る
が
、
共
後
再
び
不
景
筑
と
共
に
近
年
漸
次

共
の
放
を
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
4

ん
も
東
京
横
浅
岡
市
に
於
け

る
大
正
十
三
年
以
後
の
増
加
傾
向
は
震
災
後
漸
弐
回
復
旧
緒
に

第
二
十
七
巻

王
丸
岡

第
四
都

一
三

A

っ
き
つ
h
あ
る
事
E
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
紳
戸
に
於
て
大
正

九
年
以
後
も
減
少
せ
や
却
っ
て
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
は
、
犬
一
止

九
年
に
須
耐
崎
町
主
合
併
し
た
る
止
備
共
の
他
特
殊
白
原
'
因
に
困

る
も
の
で
あ
ら
う
。
向
大
阪
市
に
於
け
る
大
正
十
四
年
に
於
け

る
激
増
は
、
市
直
損
張
に
依
る
附
間
大
大
阪
出
現
の
結
果
に
外

な
ら
在
い
。
同
市
の
質
屋
敷
は
市
区
鏑
援
の
勢
に
依
り
常
分
増

加
傾
向
E
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
何
等
の
媛
化
も
奥
へ
ら
れ

た
か
っ
た
京
都
市
民
於
て
は
、
質
展
は
近
年
順
調
に
減
少
を
示

し
て
ゐ
る
。
情
此
の
外
収
最
近
入
手
す
る
事
配
得
た
統
計
主
示

せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
o

一一一点
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第
三
表
に
現
は
れ
た
る
質
屋
激
減
少
白
傾
向
は
近
年
不
景
集

の
儒
め
に
益
と
経
替
困
難
を
加
ふ
る
に
至
っ
た
事
を
如
宵
に
物

語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
質
屋
問
題
の
軍
要
な
る
意
義
を
加
へ
つ

h
あ
る
現
今
に
於
て
、
質
屋
白
股
が
減
少
の
趨
勢
を
示
し
て
ゐ

る
事
寅
位
、
犬
い
に
考
躍
を
出
世
す
る
鮪
で
あ
る
(
註
)
。

{ 

I!E 
‘】

岡
山
麟
及
甲
府
市
は
質
民
自
開
業
及
臨
業
に
就
曽
有
佳
吐
る

統
計
を
同
盟
若
し
て
ゐ
る
。

=
、
維
業
者

質
日
却
の
従
業
者
は
元
来
年
期
上
り
の
4
4
が
多

〈
、
従
っ
て
其
の
底
を
持
つ
に
首
っ
て
投
資
す
る
資
本
欄
も
極

め
て
微
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
鋸
K
質
屋
の
中
に
は
共
の
規
模

も
小
さ
く
.
従
業
者
も
極
め
て
少
数
の
も
の
が
あ
る
。
今
大
正

十
三
年
末
現
在
に
於
け
る
東
京
都
市
計
卦
直
域
内
の
賀
原
従
業

者
を
見
る
と
、
制
従
業
者
数
は
千
六
百
二
人
で
あ
っ
て
、
共
の

門
家
族
千
十
三
人
、
居
人
五
百
八
十
九
人
で
め
る
。
婚
披
に
封

す
る
比
は
家
族
六
三
・
二
三
%
.
雇
人
三
六
・
七
七
%
と
た
っ
て

ゐ
る
。
山
間
又
質
屋
山
総
数
は
八
百
八
十
三
軒
で
あ
る
か
ら
、
質

屋
一
軒
の
従
業
者
の
割
合
は
一
人
八
分
に
首
っ
て
ゐ
る
。
山
ち

過
宇
教
は
使
用
人
を
腿
入
る
h

事
一
一
泣
く
、
家
族
の
み
で
轡
業
に

雑

私
腎
質
起
業
忠
抽
出

録

従
事
し
て
ゐ
る
事
が
推
測
出
来
る
で
あ
ら
う
。
従
業
者
に
就
い

て
尚
一
言
し
た
い
事
は
、
質
展
従
業
者
は
特
殊
の
智
識
を
要
す

る
事
之
で
あ
る
。
故
に
一
定
。
修
業
主
必
要
と
し
、
普
通
人
が

俄
か
に
貸
業

ι従
事
し
得
ざ
る
事
も
亦
従
業
者
政
の
比
較
的
小

在
る
所
以
官
は
あ
る
ま
い
か
。

百
一
、
倉
庫

質
屋
が
主
と
し
て
動
産
指
保
忙
依
る
金
融
機
附

で
あ
る
以
上
は
、
質
屋
を
幽
商
業
す
る
も
の
は
共
の
入
質
物
を
安

1
1
に
保
管
す
る
の
必
要
を
仲
ム
。
共
む
矯
め
に
相
官
の
設
備
を

要
す
る
は
首
然
の
事
で
あ
る
。
特
に
都
市
正
於
て
は
盗
難
共
他

の
災
害
に
遭
遇
す
る
機
合
が
比
較
的
に
多
く
.
従
っ
て
其
の
保

管
上
危
険
率
も
相
営
高
い
か
ら
、
質
屋
替
業
者
の
多
く
は
之
が

局
め
に
必
要
な
る
設
備
と
し
て
倉
庫
を
所
有
し
て
ゐ
る
白
が
常

で
あ
る
。
質
業
者
の
大
部
分
仰
ち
少
く
と
も
8
一4
位
は
倉
庫
を

設
備
し
て
ゐ
る
概
で
あ
る
。
質
屋
は
之
等
の
設
備

ω痛
め
に
他

の
替
業
に
比
し
て
、
相
首
多
額
の
同
定
資
本
を
裂
し
、
そ
れ
だ

け
運
称
賛
本
を
減
少
せ
し
む
る
結
果
'
と
な
り
、
元
古
木
県
富
注
ら

ざ
る
資
金
主
殊
更
減
少
せ
し
む
る
の
不
利
を
伴
ム
は
叉
止
む
を

個
阿
古
る
所
で
あ
ら
う
。

第
二
十
七
血
管

五
九
五

第
四
器

九

回蔚島市統計年表(昭和 3年刊)110頁 第 16回胞児島市統計書(昭和 3年刊)

137頁，及昭和元年度金津市統計書(昭和 3年刊)第3編 145泊。

質屋端由統計調査 25頁。

質屋業中統計嗣査 19-20頁。
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雑

錐

私
笹
質
腫
業
。
概
況

圏
、
臓
品
貸
山
主
質
置
主
の
滞
納
に
因
る
官
淀

に
於
工
は
佐
々
不
徳
義
た
質
屋
が
あ
っ
て
、
仲
抗
賊
と
結
託
し
て

徳
川
時
代

峨
品
を
安
く
質
取
り
す
る
傑
友
事
が
行
は
れ
た
h
T

う
で
あ
る

が
、
現
今
に
於
て
も
向
前
世
紀
心
遺
物
と
し
て
、
質
屋
の
取
締

は
此
の
方
削
に
重
き
を
世
か
れ
て
ゐ
る
o

鈍
屋
取
締
法
は
第
十

一
ハ
僚
に
不
正
品
の
徴
牧
を
規
定
し
て
白
る
。
従
っ
て
質
屋
は
入

伐
に
際
し
て
は
、
共
の
入
賞
物
の
不

t
口
聞
か
否
か
を
十
分
検
固
定

せ
ね
ば
お
ら
ぬ
。
元
来
質
屋
は
銀
行
の
様
に
質
世
主
の
信
用
欣

態
主
粕
叫
慨
に
判
官
官
す
る
事
が
困
難
で
あ
り
、
目
庶
民
階
級
の
一
中

に
は
ね
h
k

組
経
心
の
猷
乏
し
た
者
の
存
す
る
事
と
相
側
辿
し

て
、
不
正
品
の
質
取
り
を
し
て
不
測
の
創
出
向
を
来
る
質
出
血
も
亦

決
し
て
婦
で
は
左
い
。
故
に
Y

小
王
品
に
到
す
る
貸
出
を
全
然
防

止
す
る
は
殆
ん
ど
不
可
能
な
事
E
あ
り
、
之
が
斜
め
に
質
物
E

決
牧
せ
ら
れ
て
質
屋
の
蒙
る
損
失
も
亦
少
く
た
い
と
一
五
ふ

G

次
に
同
日
明
世
主
が
納
税
を
抽
即
納
し
た
場
合
に
は
、
税
務
吏
は
図

税
徴
牧
法
の
規
定
に
依
り
賀
民
よ
り
共
の
質
世
主
の
入
質
物
を

立
枕
し
て
之
を
公
貨
に
附
し
滞
納
也
分
h
r
行
ふ
事
に
註
つ
て
ゐ

る
。
然
し
之
は
質
屋
に
ル
」
つ
て
は
会
〈
不
測
の
損
害
で
あ
っ

第
=
十
七
巻

五
九
六

第
固
綿

て
、
質
置
主
の
滞
納
に
よ
っ
て
質
屋
は
共
白
権
保
ロ
問
主
夫
ひ

四
O 

従
っ
て
税
金
滞
納
止
は
直
接
関
係
の
な
い
質
屋
が
、
滞
納
者
に

代
っ
て
強
制
的
に
納
税
せ
し
め
ら
る
i
h

様
た
結
果
を
仲
ム
事
に

な
る
の
で
あ
る
o

今
参
考
の
矯
め
に
京
都
市
に
於
け
る
は
物
微

。

牧
に
闘
す
る
累
年
の
統
計
を
示
せ
ば
・

間同 !i'1 f~l 同 l同大 I ，・
相 -1-十 1- T iE 1主;茸
元凹三二ート九|ハ四

一一 1語頁一三車
針
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話内禁
→ー十ーマ可 ltgt
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コ一一一同回也 itii=i 質
量三旦 rrl~ 二;i: 1掛 物
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翻 | 批
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度1y， 
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第
二
、
入
質
者
己
主
(
の
利
用
放
況

一
、
入
質
者
と
階
級
及
一
口
貸
山
高

質
屋
が
現
今
如
何
た
る
階
級
白
人
々
托
最
も
多
〈
利
則
せ
ら

U~ lR 岡京都市統計:'J~ :2Sりr{.{，'.1叫引 r.l!I、拡iH統計記 :!31:rr~に:lî~ても質物 f~'
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れ
つ
t
A

あ
る
か
は
、

一
口
平
均
入
質
額
及
入
質
者
の
職
業
別
に

依
っ
て

一
白
山
町
然
主
了
解
す
る
事
が
川
来
る
で
あ
ら
う
。
先

づ
一
日
平
均
入
賞
額
は
如
何
程
で
あ
ら
う
か
e
前
掲
第
一
去
の

大
正
十
三
年
度
に
於
け
る
統
計
に
依
れ
ば
、
全
閣
に
於
け
る

口
貸
出
J

品
の
平
均
は
六
岡
三
十
五
銭
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
度

に
於
て
は
東
京
市
七
闘
=
一
十
六
銭
、
榊
戸
市
五
回
八
十
五
銭
、

横
山
岡
市
五
凶
九
十
銭
と
云
ふ
数
字
を
示

L
・
昭
和
元
年
度
に
於

て
は
京
都
市
五
幽
二
銭
、
大
阪
市
五
闘
九
十
九
銭
を
示
し
て
ゐ

る
。
此
の
如
く
一
口
貸
出
高
の
平
均
が
髄
く
べ
〈
中
舗
な
る
事

上
り
察
し
て
も
、
質
屋
が
い
串
ら
庶
民
階
級
に
利
川
せ
ら
れ
て
ゐ

る
か
を
知
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
又
其
利
則
が
主
主
し

て
消
費
的
方
聞
に
向
け
ら
る
h

も
の
、
多
い
事
E
推
察
す
る
に

雌
く
な
い
所
で
あ
る
。

，
弐
に
私
皆
筑
屋
に
於
け
る
一
日
貸
出
千
均
舗
は
累
年
如
何
た

る
状
態
を
示
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
今
大
沼
五
年
に
於
け
る

!J:: --
E火口
の貸
Jffi lfI 
H 可三
で均
あ額
るを
。8翠

と
し
て
i品
去
十
ケ

の
趨
勢
を
見
t工

第
五
表

一
口
貸
出
平
均
額
単
年
晴
減
去

雑

録

私
瞥
質
陣
柴
田
蜘
況

昭同同 l司同問問同同同大
f-十 十 十 正 | 工

元凹三ニー十九八ヒプミ宜 I~

『 A1tR4J 守宅弓弓弓|詰II-M

J 三~金孟一三一孟 2J乏昌一三」旦|長
品品問品日ニュー一一!出|市

」 豆亘至三L孟i三三五亘|些一一
弓斗

剛丈
旦|阪
1，.1 TJj 

豆三亘一三三五豆Z22豆一置と
~~~~~弓弓弓=ミ弓刊，~宜
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一一一- Ir，市
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当日出官当一一 円 1
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即
ち
大
E
五
年
に
於
け
る
各
都
市
白
一
口
貸
出
平
均
額
の
指

散
を
一

O
O
Lと
し
て
其
後
白
欣
雄
主
見
る
に
、

額
は
田
南
年
増
加
し
て
ゐ
る
o

之
に
依
っ
て
見
れ
ば
一
口
貸
出
平

一
口
貸
出
平
均

均
額
は
近
年
に
於
て
は
大
五
五
年
の
約
三
倍
に
謹
し
て
ゐ
る
主

一
耳
ふ
事
が
出
来
る
。
向
大
E
五
年
以
後
白
物
倒
指
数
白
傾
向
主

比
較
し
て
見
て
も
、

一
日
平
均
貸
出
高
は
近
年
増
加
し
た
事
賞

を
認
め
得
る
で
あ
ら
う
。

第
二
十
七
審

宜
九
七

第
四
抗

四

古大都市比較統計聾覧 (u自利 3年刊)後III""'七譲歩~íL 1f:; 18岡京市岬統計書，
停 25聞大阪市統計書。
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雑

録

以
上
述
ぷ
る
所
K
依
っ
て
、
如
何
に
一
口
貸
山
平
均
額
が
少

私
持
質
起
業
の
蹴
記

傾
で
あ
る
か
、
従
O
て
共
の
利
川
者
が
主
L

と
し
て
庶
民
府
級
に

回
す
る
人
々
で
あ
る
か
が
明
か
に
な
っ
た
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば

刑
者
と
い
ふ
が

官
際
の
一
口
貸
山
制
は
ど
の
伶
で
あ
ら
う
か
。

一
口
貸
山
金
額
の
故
高
は
数
千
闘
に
ト
じ
る
も

一
様
に
賞
展
利

ωも
あ
り
、
又
蹴
っ
て
共
此
低
を
見
れ
ば
僅
か
に
五
銭
占
云
ふ

数
字
を
見
る
の
で
あ
る
。
批
判
し
大
部
分
を
出
む
る
も
の
は
勿
論

一
回
以
上

1
回
以
下
の
貸
山
川
で
あ
る
。
今
一
恥
京
都
市
計
古
区
域

る 内
O !l)vc 

bを
け
る
大

dド

11t 
0) 

鰍
討
を
ノF
せ
l:f 
JL 
の
泊
り
で
あ

貸
出
附
紬
別
去

一

日

蜘

一

金

制

制
!
川
町
一
千
剣
叫
記
川
l

師
一
千
創
出

F
n

干
門

邑

口

一

主

主

一

一

、

同

見

主

五

一

一

、

七

宝

荒

元

王

、

一

八

山

同
ぃ
(
九
一
一
一
、
一
五
山

一
九
回
耳
、
-
冗
U

早
川
一
弓
口
同
一
一

部
J

ハ
去

一

同

未

満

一

川

l
l
=一
削

三

闘

l
l
五

間

五
同
|
|
十
間

十
閲
|
|
二
十
川

ニ
+
問
l
l
E
十
岡

五
十
川
|
|
百
削

九回.同

一豆
A
-

一

↓ゴ一一、一

弓
A

一、単
一回一、五

五
A
尚

一回、九

包、五

割
且
、
均

一口目、一
一九九、九

「一一言、当一
一口品、八

一一
u
、一

第
二
十
七
巻

五
九
λ

第
四
班

~q 

一

三

一

三

一

一

、

主

一

き

一

三

一
z
J
一
豆
、

8
2一
一
耳
、
九
児
一
一
言
・
口

右
に
依
っ
て
見
れ
ば
、
仙
江
川
令
制
に
於
て
は
五
間
以
j
五
十

回
以
下
の
も
の
が
大
多
数
を
山
め
て
ゐ
る
が
、
然
し
翻
っ
て
貸

E 
計

悶

以

t 

山
川
口
政
を
見
る
に
、

一
間
以
上
一
一
十
凶
以
ド
の
も
の
が
大
多
蚊

を
よ
れ
め

殊
に
一
間
以

J
f
M以
干

ω校
一
山
口
数
は
令
一
仰
の
ハ

九
%
を
山
め
て
ゐ
u
v
o

一
凶
以
下
の
も
の
は
似
か
に
会
憾
の
九

%
に
過
ぎ
む
い
釘
践
で
あ
る
。
珂
十
川
以

k
の
貸
山
H
蚊
は
二

了
八
λ
%
に
u
ば
っ
て
ぬ
，
Q

。
従
っ
て
之
を
他
の
方
凶
帥
ち
貸

川
利
卒
の
方
凶
h
ら
御
山
日
「
れ
ば
、

般
の
り
辞
刈
砂
一
時
H
る
も
の
と

し
て
故
も
非
難
山
市
い
川
訓
八
歩
白
川
口
品
干
支
蜘
ふ
も
の
山
ち

一
凶
叫
下
町
淀
川
は

川M
h
に
九
世
間
の
一
訓
に
も
込
ら
ざ
る
有

様
で
あ
っ
て

大
開
年
二
一
制
ぃ
ハ
歩
の
も
の
聞
も
一
凶
以
上
五
閥

以
下
の
貸
山
は
川
六
%
を
山
め
、
年
コ
一
割
以
下
の
も
の
仰
ち
五

回
以
上
の
貸
山
は
川
五
%
に
迷
し

同
V
A
は
州
ル
一
・
ば
す
る
を
知

ろ
で
あ
ら
う
。

此
の
趨
叫
却
は
川
叫
仰
に
公
訴
川
叫
川
町
に
於
て
払
鋭
ふ

功
が
出
来
る
の
仰
鹿
児
山
市
は
階
級
別
貸
川
に
就
吉
製
年
の
詳

細
た
る
統
討
を
後
表
し
て
ゐ
る
が
、
非
常

ι出
ハ
止
な
る
資
料
で

計(ug羽13'ド5月刊)II6 :tüU京珂l盈f:i細目指伽 56 .\1，山相[~ll.i..l'~J 山 ~"fu間指勤上り換
算しにもゆである。
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。

あ
る
。反

応
又
庶
民
階
級
と
賀
原
a

と
が
如
何
に
密
徒
な
心
一
閥
憶
に
あ

る
か
は
、
共
の
入
質
者

ω職
楽
川
を
は
て
も
容
易
に
，
J

併
す
る

こ
と
が
山
川
来
る
で
あ
ら
う
。
入
賞
者
山
大
部
分
は
所
前
労
役
者

で
あ
る
。
'
即
ち
精
一
脚
的
及
肉
般
的

ω努
仰
者
が
共

ω大
部
分
を

占
め
て
ゐ
る
。
之

ι次
い
で
小
尚
コ
業
者
問
中
外
ザ
ヰ
ク
一
郎
下
げ
る
事

が
川
来
る
。
然
し
乍
ら
利
川
皮
政
と
利
川
金
制
之
の
同
十
』
附
よ

リ
考
へ
て
、
設
も
有
効
に
質
問
血
中
町
利
川
し
件
る
も
の
は
巾
時
附

紙
に
属
す
る
人
々
で
あ
ら
う
。
悲
し
質
屋
内
金
融
は
針
物
信
川

に
限
ら
る
L
か
ら
、
若
し
質
屋
に
依
っ
て
金
融
を
得
ん
と
す
れ

ば
、
吟
T
相
川
市
岡
山
賀
市
を
必
要
主
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
川
淵
無
産

階
級
の
人
々
は
共
由
利
用
度
数
に
於
て
は
頻
袋
で
あ
る
か
も
知

れ
な
引
が

彼
等
以
池
宮
な
質
草
E
依
ぐ
を
常
ー
と
す
る
か
ら
、

共
白
一
日
貸
山
市

υ非
常
に
低
く
此
の
制
民
於

t
十八
r
A
の
融

泊
の
目
的
を
迷
し
伸
一
泣
い
憾
み
が
少
く
在
い
。
之
に
反
し
て
中

&
円
の
庶
民
は
刑
巾
岡
山
賀
市

E
有
し
、
之
に
依
っ
て
ど
う
に
か
所

要山
U

融
泊
を
つ
け
何
ら
れ
る
能
力
を
有
し
て
ゐ
る
さ
一
五
ム
事
が

山
来
る
o

之
と
共
正
近
時
質
屋
の
利
用
者
が
制
民
附
級
よ
り

難

銑

出
品
替
質
起
業
自
制
況

も
.
寧
ろ
中
産
階
級
に
噌
加
し
つ
L
あ
る
傾
向
は
注
立
す
べ
き

結
で
あ
ら
う
。
前
掲
品
五
誕
の
一
日
作
川
平
均
削
酬
に
現
札
た
増

加
は
共

ω
一
端
を
一
不
す
に
足
る
で
あ
ら
う
。

然
し
府
内
邸
内
利
川
者
は
常
に
庶
民
階
級
に
限
ら
十
、
共
心
部

類
は
千
売
寓
別
で
あ
っ
て
、
上
減
階
級
白
人
々
を
も
合
ぶ
、

凡
ゆ
る
服
誕
の
人
々
を
包
合
し
て
ゐ
る

1
枕
附
紋
に
印
刷
す
る

殊
托
淑
女
の
M
H
足
利
川
に
就
い
一
し
は
、
不
正
の
悶
悶
に

仕
掛
く
も
の
が
多
い
止
一
五
件
目
。
刊
叫
に
又
肺
μ
円
以
利
川
高
白
山
中
に
は
会

草
花
物
品
の
保
護
別
け
の
目
的

ω

人
々
、

〈
金
融
白
目
的
で
は
な
く
、

見
め
に
質
躍
を
利
附
す
る
も
の
が
あ
る
。
此
の
判
明
ム
口
に
於
て
は

吠
抵
入
質
者
は
貸
川
金
銅
山
小
な
る
事
主
的
主
む
と
聞
く
日

ニ
、
賀
川
出
の
利
川
欣
況

金
問
質
問
血
白
散
は
大
正
十
三
年
皮

の
統
計
に
依
れ
ば
一
両
七
千
八
百
五
十
二
軒
主
投
へ
、
郡
部
一

間
一
一
千
白
十
一
一
一
刷
、
市
山
剛
五
千
七
日
=
'
寸
丸
判
!
と
た
っ
て
ぬ

る
。
削
ち
市
川
は
質
尽

ω数
に
於
て
郡
山
附
に
い
地
く
及
ば
な
い
有

様
で
あ
，
Q

が

然
し
共

ω
一
一
筑
屋
に
於
け
る
平
均
入
償
制
を
見

h 
ば

市
部
に
が
、
工
は
口
政
一
一
千
五

h
Lハ
十
丸

金
制
一
寓
八

千
六
百
四
十
九
凶

κ漣
し

郡
部

ω
口
数
八
百
七
、
金
額
四
千

第
二
十
七
巻

五
九
九

第
四
掛

四

又

造中公i詰何台!日， 7.i. }fuj{l(i波町民 J(){uiOji政調査:市.公i成f:t制大正 15.{I~ 3月刊
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雑

私
替
質
民
業
白

ι

概
況

録

二
十
七
凶
に
比
し
て
、
非
常
に
大
官
あ
る
。
之
に
依
っ
て
質
屋

は
則
合
J

り
も
都
市
に
於
て
遥
か
に
多
〈
利
川
せ
ら
れ
つ
L
A

あ
る
を
知
る
白
で
あ
る
。
惟
ふ
に
此
の
現
象
は
一
一
曲
れ
於
て
は

産
業
設
住
の
結
川
ー
と
し
て
、
都
市
は
商
工
業
白
中
心
地
と
た
り

多
数
群
柴
山
集
ま
る
所
主
た
る
主
共
に
、

又
他
耐
に
於
亡
は
都

市
は
取
引
盛
に
し
て
貨
幣
の
流
通
故
泊
な
る
に
反
し
て
削
合

ι

於
て
は
共
の
大
部
分
を
占
む
る
農
民
は
地
方

ι散
在
し
て
一
所

に
集
る
も
の
祐
一
だ
少
た
く
、
従
つ

τ又
貨
幣
白
流
泊
欣
況
は
茜

だ
殺
慢
な
る
吠
態
を
示
し
て
ゐ
る
。
換
一
百
す
れ
ば
質
屋
白
岡
合

よ
り
も
都
市

ι於
て
よ
り
多
く
利
則
せ
ら
る
ミ
所
以
は
、
貨
幣

終
消
の
行
は
る
ミ
度
合
の
強
制
に
囚
る
も
の
で
は
た
か
ら
う

か
。
町
民
に
又
都
市
と
川
合
と
白
相
互
扶
助
の
行
は
る
h
事
の
多

少
に
も
幾
分
自
刷
係
を
も
す
る
も
由
で
は
た
か
ら
う
か
。
何
れ

に
し
て
も
質
屈
が
庶
民
金
融
機
闘
と
し
て
街
路
せ
る
一
事
は
掩

ふ
べ
か
ら
ざ
ゐ
別
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
同
一
都
市
K
於
て
も
比

較
的
上
枕
附
紋
の
住
宅
地
附
近
上
り
も
、
庶
民
階
級
の
朗
集
す

る
直
域
に
於
て
、
質
屋
が
よ
り
多
く
護
連
せ
る

E
見
て
も
明
か

で
め
ら
う
。

第
二
十
七
巻

ハ

O
O

第
叫
曲
師

四
回

弐
に
質
屋
利
用
度
敢
に
就
い
て
考
袋
し
て
凡
る
に
、
東
京
山

政
調
官
町
曾
白
調
官
況
に
依
れ
ば
、
大
医
八
年
比
於
て
は
質
犀
利
則

度
数
は
一
人
に
付
吉
年
八
十
九
回
、
月
七
闘
牛
主
な
れ
リ
、
問

H

K
一
闘
の
割
合
に
依
っ
て
質
屋
を
利
川
し
て
ゐ
る
。
共
の
融
週

金
額
は
約
二
百
五
十
凶
に
迷
し
て
ゐ
る
止
辿
ベ
て
ゐ
る
。
勿
論

此
の
計
算
は
概
算
で
あ
っ
て
、
川
昨
附
日
た
る
も
の
で
は
た
い
が
、

共
の
大
勢
を
知
る
に
見
る
で
あ
ら
う
引

態示
高三す故
示:m後
せめに
ばに最
oj~ 、近

の技者i
i且 1<:: J/i 
り yτ1<::
で大於
あ'/ijl て
る..._jli 主日

G刊にイ111
於た
ける
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安l菜il!l昼貸百瓦
ぷ l翌四
内 H/詰賞展出|古賀

|三 λ三三1そそ周

三守空言づ口目一皇室孟

2芸4委E豆 也、、
i
M

一，
F
4
3

古、若

ι
一一一一三

一一一章一一一 証
、
口
也

瓦、υ
宝

‘ .... 

右
表
に
依
っ
て
見
れ
ば
、
取
京
市
は
貸
出
向
及
受
一
風
向
が
一

口
一
+
均
に
於
て
も
.
叉
質
屋
一
戸
賞
り
平
均
に
於
て
も
端
然
群

を
抜
い
て
ゐ
る
o
印
ち
之
は
枕
質
額
の
少
吉
に
比
し
て
、
共
白

質
屋
敷
の
少
き
割
合
に
質
屋
の
利
用
税
皮
が
温
か
に
他
の
大
都

市
を
凌
駕
し
て
ゐ
る
L
P

見
る
執
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
之
に
次

い
で
紳
戸
市
も
質
屋
の
利
則
程
度
が
相
首
多
い
様
で
あ
る
。
'
次

に
犬
阪
市
に
於
て
は
年
米
現
在
高
が
非
常
に
多
く
、
二
千
六
百

し
て
ゐ
る

五
十
寓
聞
に
も
上
hv
、
人
口
一
人
首
り
に
十
二
闘
五
十
銭
に
漣

共
の
一
日
平
均
舗
は
他
の
都
市
と
犬
差
友
〈
、

闘
九
十
七
銭
で
あ
っ
て
、
質
屋
一
戸
営
り
平
均
額
が
ご
高
三
千

雑

私
且
宵
賞
品
開
染
由
栴
侃

園
以
上
に
も
迷
し
て
ゐ
る
は
目
立
っ
て
ゐ
る
。

銭

=
一
、
入
質
の
季
節
的
費
助
並
に
入
質
主
物
慣
と
の
閥
係

屋
管
業
の
繁
閑
白
時
朋
付
共
の
所
在
地
の
如
何
に
依
っ
て
多
少

共
の
趣
き
を
異
目
礼
す
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
犬
胞
に
於
て
一
般

金
融
四
件
白
山
川
況
・
如
何
に
依
っ
て
之
を
知
り
得
べ
〈
、

一
般
忙
金

融
自
逼
迫
す
る
時
は
入
賞
多
く
、
金
川
酬
の
綾
洩
左
る
時
に
は
質

回
目
も
大
関
閑
散
で
あ
る
。
質
屋
の
最
も
多
忙
配
極
め
る
の
は
年

末
で
あ
っ
て
、

五
月
並

ι九
月
比
更
衣
の
季
節
で
あ
る
か
ら
、

質
物
の
向
入
頻
繁
を
極
め
る
占
一
耳
ム
。
又
同
-
月
比
炉
、
て
仕
・

質
物
白
山
入
の
最
も
多
い
の
は
月
初
一
日
よ
り
三
日
起
で
あ
っ

て
、
月
米
之
に
次
ぐ
有
様
で
あ
る
。
査
し
質
屋
内
利
息
計
算
期

及
枕
質
期
限
は
月
末
で
あ
る
が
、
大
般
向
慣
習
止
し
て
翌
月
三

日
迄
の
狛
抽
出
期
川
を
奥
へ
て
ゐ
る
局
で
あ
ら
う
。

東
京
府
は
月
別
貸
出
高
に
就
い
て
有
議
た
る
統
計
を
稜
表
し

て
ゐ
る
o

今
大
正
十
四
年
庄
の
統
計

ι依
り
火
の
衰
を
碍
も

五

主1
月月i¥.

-一一一~I-一一『 者
一ーは若

手会l~ Jl 
-二」ニートコ-;，---)JIJ 

に Z 酔

三三i屡暴
毛石両い同 欣
一一-li，it'!i! 
_ _-1 !聖誕

一主主五1-""-:~， 
貸|心

干干 /u:/百
~昼」三主 l 

千平;|分
一三~金一I~

:1比

第
二
十
七
巻

，、
O 

第
四
貌

四
豆

質

東京山統計書(昭和 2年 8Jl刊)542 H・月別由一白分比は上白書I宇より計算 L
たものて.ある。

六
・
回

也
・
4
川
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雑

錐

私
瞥
質
巌
業
由
概
況

三
五
合

ニ、え口
一、九九円

一、八一九一
一、壬喧

一一、口{〕日一

」、(耳ゴ一

一一、九均一
一一、
HFA
口

=‘ユ同↓一

月

-

一

月

=

、

月

一

、

月

=

、

月

一

三

一

」

十

-
H
一

ニ

、

天

皇

十

二

月

一

一

三

一

i

一
三
、
主
一
一
旬
、
五
回
一
一

十九九じ六五回三

立ト

一三lii亘一三孟豆豆豆互亘亘

司、.
A

・
千A

・
U

・
九・旦

A
-
A
一

一口・
2

一一
一8・旦

七
・
七

也
・

4

七
・
且

也
・
同

月
・

A

U
・
咽

一Q
・3

A

・九
i

M

b

 

J
J

タ

之
に
依
つ

τ見
れ
ば
貸
川
金
制
及
交
反
金
制
に
於
て
は

口口・口

一口口・口

月
五
月
汽
H

け
と
十
月
十
一
月
十
二
月
止
の
二
つ
の
己

Z
m
を
な

し
て
ゐ
る
。
共
の
貸
山
一
両
及
受
唄
E

両
の
以
も
多
い
の
は
年
末
で

温
か
に
多
く
、

あ
る
。
殊
に
十
二
月
に
於
て
は
貸
向
尚
よ
り
も
受
皮
肉
の
方
が/!可

受
皮
肉
の
貸
山
古
川
に
到
す
る
訓
ム
H

も

ハ
O
一
%
に
迷
し
て
ゐ
る
事
は
住
け
に
仰
す
る
所
主
川
ゆ
ふ
。
山
内
何
日

に
就
い
て
は
九
月
以
後
が
多
数
在
不
し
て
ゐ
る
。
妹
に
九
月
の

流
貨
は
年
内
の
故
高
を
一
部
し

一
二
・
六
二
%
に
法
し
て
ゐ
る
。

第
二
十
七
巻

O 

柑
附
凹
蛾

日目
プミ

此
の
季
節
的
に
現
は
れ
た
伐
物
の
欣
態
は
之
を
前
年
の
一
恥
一
品
郁

事 可f
も三l
;/1、 萱ど
注1ft.:
意主主
す内
A ミ tこ
き 1J~、
賭け
で る
あ統
ら討
うて
0，め同

様
。ヮ
1'li 
I訂
を
/Jミ

し
て
?~ 
る

次
に
又
人
ぬ
は
物
仰
と
街
旋
な
る
閥
係
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
物
似
の
野
副
陀
仲
っ
て
入
況
の
哨
減
ず
る
事
は
否
む
べ

か
ら
ざ
る
事
官
で
あ
る
。
例
へ
ば
生
活
必
一
需
品
即
ち
焼
物
共
旭

食
料
品
衣
矧
等
の
鵬
首
す
る
時
忙
於
て
は
、
脱
し
て
入
坑
制
は

増
加
し
流
質
は
減
少
す
る
傾
向
を
示
す
が
、
之
に
反
し
て
共
の

低
成
在
る
場
合
に
於
て
は
、
入
質
凡
許
し
〈
減
ゆ
す
る
が
、
而

も
共
の
反
到
に
杭
資
白
桶
は
川
引
大
す
る
傾
向
が
あ
る
。
斯
く
物

/!LJ 

畑
山
騰
貨
に
M
H
っ
て
入
賞
物
の
増
加
と
し
て
現
は
れ
る
は

に
物
川
山
騰
貴
翠
主
俸
給
又
は
賃
銀
の
飢
上
部
と
が
制
作
は
ね
か

ら
で
あ
ら
う
。
次
に
物
倒
騰
古
の
際
に
此
伐
の
減
少
す
る
附
係

は
一

4
鑓
な
様
に
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
畑
出
し
之
は
一
方
に
於
て

は
物
問
騰
貨
に
際
し
で
は
'
析
に
作
る
」
引
の
悶
削
な
勾
め
K
多
山
7

k
肖
利
を
支
抑
つ
で
も
受
炉
、
す
方
が
仰
山
H
ぜ
あ

F

引
の
と

方
に
於
て
は
諸
物
仰
が
騰
貴
し
て
ゐ
ゐ
時
で
あ
る
か
ら
‘
自
己

K
差
営
り
不
必
要
在
日
間
物
迄
も
受
反
し
て
之
を
安
却
し
北
八
心
開 三ぶ

質長i装山雄言1.. ~':d 1'r: 39--6-1-:n。

又
他
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多
少
占
も
利
鈍
を
得
ん
と
す
る
魚
で
あ
ら
う
。
斯
様
左
欣
態
で

あ
る
か
ら
質
肢
は
内
情
物
の
底
分
を
す
る
も
諸
物
悦
暴
詳
の
際

主
て
元
利
金
主
岡
牧
し
能
は
ざ
る
は
勿
倫
、
時
に
は
貸
川
金
の

二
、
三
割
の
損
失
を
招
く
事
が
あ
り
、
之
が
潟
め
に
百
円
出
の
倒

6
 

1
 

産
「
る
も
の
す
ら
生
や
る
'
N
ニ
ム
ふ
。

回
、
質
鼠
利
川
者
の
山
首
途

質
肢
の
利
川
者
が
共
の
融
泊
金

を
如
何
な
る
方
刈
に
利
川
す
る
か
は
、

入
慨
に
際
し
て
聞
骨
訓

べ
な
い
事
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
処
し
て
何
れ

ω方
山
に
向
け

ち
る
ι
込
山
を
明
か
に
す
る
一
帯
は
山
米
た
い
、
品
市
内
し
大
間
消
費
的

十
刀
耐
に
向
け
ら
る
h

も
の
主
見
て
差
支
へ
・
な
い
で
あ
ら
う
。
悶

様
に
泊
先
的
方
阿
に
川
ひ
ら
る
t
A

と
し
て
も
抗
日
端
。
如
何
に
依

っ
て
共
の
費
訟
は
自
ら
異
在
る
憾
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
.

般
忙
不
景
気
の
時
に
は
市
中
ら
生
活
費
、
山
本
計
貨
に
充
門
的
せ
ら
れ

る
様
で
あ
る
が
、
之
に
反
し
て
灯
民
訴
の
時
に
於
て
は
、
此
山

外
に
仰
焔
博
也
興
費
共
仙
昨
日
保
持
に
消
費
す
る
中
注
階
級
が
M
す

い
主
一
五
ふ
。
又
は
灯
M
M
h

棋
の
時
に
は
各
方
岡
山
替
業
資
金
に
向

け
ら
る
ミ
も
砂
く
な
い
G

雑

出
柏
器
質
日
且
識
の
概
況

体

m: 

言f社

以
上
私
は
柑
一
悶
私
皆
質
屋
の
現
欣
に
就
い
て
考
察
を
試
み
た

の
で
あ
る
が
、
此
心
私
営
質
屋
の
現
吠
に
就
い
て
は
師
、
々
の
紋

賠

E
有
し
て
ゐ
る
。
共
白
主
な
る
も
の
と
し
て
貸
金
利
率
の
両

き
に
失
す
る
事
、
利
息
計
算
法
及
流
質
成
分
山
口
不
正
な
ろ
車
、

質
内
仰
と
ど
主
製
げ
ら
事
が
川
市
水
る
c

向
れ
収
も
市
嬰
た
る

は
現
行
抗
原
取
締
訟
の
根
本
的
不
備
で
め
る
η

現
行
抗
出
取
締

J:A 法
は
mr
晩
改
正
せ
ら
る
べ
き
航
態

ι在
品
。
明
も
は
肢
が
庶
民

金
融
機
闘
と
し
て
仔
在
し
て
白
る
以
上
は
、
子
一
と
忙
自
ら
枇
合

政
策
的
立
花
L
M
q

包
含
し
て
ゐ
る
事
は
自
明
の
瑚
で
あ
っ
て
、

L
し

，H
H
，
 

の
結
に
於
て
全
然
私
Mm
国
主
誌
に
肱
押
忙
し
得
ざ
る
は
勿
愉
内
小
山
主
』

あ
心
。
故
に
訓
想
と
し
て
は
私
品
川
賢
一
足
を
排
し
、
全
部
公
経
質

屋
主
す
る
事
は
誠

ι望
ま
し
い
所
E
あ
る
。
併
し
乍
ら
我
が
岡

に
於
け
る
質
属
後
述
の
沿
革
及
我
閣
に
於
け
る
山
氏
金
融
の
現

欣
並
に
私
倍
氏
屋
の
庶
民
会
酬
に
於
て
山
め
ヲ
E
A

あ
る
地
位
等

を
考
ほ
し
て
、
今
念
激
に
私
皆
質
屋
を
絶
滅
せ
し
む
る
は
、
積

々
た
る
困
難
に
遭
遇
し
、

叉
直
ち
に
之
を
断
行
す
る
事
は
不
可

第
二
十
七
巷

節
凹
邸

a四
-t， 

，、。

同町士之助氏，柿ilr下股金融1Mとして山J'tl-it苦(川市川越大 q.1I7-8) 
朝針料椀雑誌大 9.5-1-59抗質T-.;.l1rnwに脱いで。
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雑

録

私
骨
質
起
業
の
概
況

能
事
で
あ
ら
う
主
忠
は
れ
る
。
斑
し
現
今
庶
民
金
融
機
附
止

1

て
見
る
べ
き
も

ωな
〈
、

信
川
刺
合
は
批
も
油
切
た
る
山
川
同
一
金

融
機
倒
占
し
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賞
せ
ら
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所
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あ
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設
住

不
十
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ト
阿
世
政
ふ
る
に
過
甲
子
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判
判
骨
質
問
血
の
ご
寓
日
延
き
肢
に
比

し
て
足
許
に
も
寄
り
つ
け
な
い
航
路
で
あ
る
。

真
に
什
刊
の
貸
付

資
金
は
二
百
六
十
二
高
八
千
丸
百
九
附

t
あ
っ
て

之
を
大
正

十
川
年
コ
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叫
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刊
の
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の
現
貨
の
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刊
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仰
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激
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技
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要
ナ
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で
あ
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き
機
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求
む
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し
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詐
U
却
の
事
で
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な
い
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ら
う
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融
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け
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椋
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あ
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。
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成
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融
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ら
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然
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